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カ
ル
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ル
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景
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景
気
の
種
動
に
底
じ
て
カ
ル
テ
ル
が
行
ふ
祈
動
が
そ
の
加
股

者
向
身
に
と
っ
て
大
た
る
曲
以
来
を
備
す
こ
と
は
既
に
之
を
明
か

に
し
た
同
部
ち
加
盟
企
業
の
牧
谷
を
維
持
増
進
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
不
最
気
よ
り
受
け
る
影
響
を
緩
和
す
る
。
然
る
に
必
に
、
カ

ル
テ
ル
の
荷
動
が
景
気
鑓
動
を
の
も
の
を
緩
和
す
る
か
否
か
を

問
題
に
す
る
時
は
、
別
個
の
考
察
を
必
一
晃
と
す
る
の
で
あ
る
。

古
き
研
究
は
カ
ル
テ
ル
が
景
気
印
刷
人
動
に
興
へ
る
影
響
と
、
加
盟

者
自
身
に
劃
す
る
放
出
市
と
を
完
全
に
匝
別
し
て
ゐ
な
か
っ
た
。

之
よ
り
一
歩
進
ん
で
、

カ
ル
テ
ル
化
さ
れ
て
ゐ
友
い
生
産
部
門

も
る
り
、
又
他
方
に
は
崎
町
働
者
・
俸
給
生
祈
者
・
利
子
生
活
者
等

の
消
費
者
が
あ
る
、

カ
ル
テ
ル
は
不
況
の
影
響
を
加
盟
企
業
か

ら
こ
れ
ら
の
者
に
縛
嫁
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
屡
と
説
く
も
の

第
川
十
一
巻
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が
あ
る
。

然
し
そ
の
時
嫁
が
如
何
な
る
遁
慌
を
通
し
て
行
は

れ
、
之
に
よ
っ
て
如
何
た
る
沼
化
を
景
気
の
一
上
に
及
ぼ
ず
か
は
.

向
充
分
に
明
か
に
さ
れ
て
ゐ
た
い
。

か
く
て
カ
ル
テ
ル
の
景
気

鑓
動
へ
の
影
響
は
、

カ
ル
テ
ル
研
究
の
分
野
に
於
け
る
浅
さ
れ

た
一
問
題
で
あ
る
。

抑
ミ
今
日
の
如
〈
カ
ル
一
ア
ん
が
商
品
の
相
首
大
な
る
部
分
に

到
し
、
鱗
績
的
に
そ
の
作
用
を
及
ぼ
し
て
ゐ
る
揚
合
、
そ
れ
ら

の
活
動
が
自
由
競
手
を
制
限
し
、
慣
絡
決
定
機
構
に
或
る
耕
度

の
鑓
化
を
胆
(
へ
る
限
り
、

一
つ
の
構
造
鑓
化
を
意
味
す
る
。
従

っ
て
又
経
消
過
程
が
以
前
と
異
る
動
き
を
示
す
こ
と
は
明
か
で

あ
る
。
勿
論
カ
ル
テ
ル
が
全
然
自
由
競
争
の
原
則
を
排
除
し
て

了
ふ
の
で
は
な
い
が
、
少
く
と
も
突
の
如
き
諸
鮪
か
ら
礎
化
の

起
る
可
能
性
が
あ
る
。

沈
滞
期
を
中
心
と
し
て
見
れ
ば
、
自
由
競
争
が
行
ば
れ
る
と

乙
ろ
で
は
-
般
に
需
要
の
減
退
の
た
め
商
品
債
俗
は
低
落
せ
ざ

る
を
得
な
い
e

然
る
に
カ
竺
ア
ル
は
種
々
な
る
手
段
に
よ
っ
て

極
力
債
格
の
低
落
を
防
空
、
出
来
得
ペ
く
ん
ば
引
上
げ
に
さ
へ

努
力
す
る
。
第
一
に
こ
の
賠
か
ら
景
気
の
動
き
に
礎
化
を
奥
へ

拙稿、カルテルと景集境動(経務論畿、第四十巻第百:由主)参照。
.A. Worfers， Das Kartellprobleln im Lichle der d叩 tschen j.ζ町 telliteratur，
1931， S. 110-112参照。
濁主主に於ては 1931ja2年に 2400のカルテルを算ヘ(¥l'{[lgen印hr)、金生産物申
1l!儲年に於て25-30%にその統制が加へられてゐる(燭逸生産及販費傑件調
査委員曾)!いム。-'l原料品及牛製品の綿生産倶慌の中カ Jレテルが約50，%を
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る
。
然
る
に
債
格
の
維
持
引
上
に
は
生
践
を
制
限
し
た
け
れ
ば

左
ら
な
い
。
且
‘
一
生
産
部
門
の
生
産
制
限
は
他
の
部
門
の
生
産

制
限
を
誘
裂
す
る
。
か
く
て
第
二
に
生
産
数
量
が
問
題
で
あ
る
。

慎
梅
と
生
産
量
と
が
カ
ル
テ
ル
の
た
め
に
影
響
写
つ
け
る
止
す

れ
ば
従
っ
て
又
所
得
が
礎
化
す
る
。
資
本
蓄
積
が
増
大
し
、
叫
究

働
者
所
得
が
減
少
す
る
。
枚
に
第
三
に
所
得
を
通
じ
て
影
響
を

鬼
一
へ
る
。

慎
怖
・
生
産
数
量
・
所
得
ゆ
ゴ
一
者
は
互
に
闘
嚇
し
、
そ
の
一
の

静
一
動
は
他
の
動
き
を
件
ふ
っ
而
し
で
と
の
中
、
悦
格
双
ぴ
生
産
数

量
を
中
心
と
し
て
見
れ
ば
、

カ
ル
テ
ル
が
生
産
部
門
聞
の
不
均

衡
に
封
ず
る
影
響
を
論
や
る
こ
と
が
出
来
る
ω

又
生
涯
教
量
と

所
得
を
中
心
と
し
て
購
買
力
に
封
す
る
影
響
を
見
る
こ
と
が
出

来
る
。
以
下
に
於
て
カ
ル
テ
ル
が
景
気
持
班
動
に
封
す
る
影
響
を

考
察
す
る
に
営
り
、

と
の
二
つ
の
作
用
を
順
次
研
究
し
た
い
と

思
ふ
。

ー一
生
産
部
門
の
均
衡
関
係
へ
の
作
用

先
づ
カ
ル
テ
ル
が
景
気
持
拠
動
を
全
〈
消
去
し
得
る
か
否
か
を

カ
ル
テ
ル
の
最
翁
獲
勤
へ
の
作
用

簡
軍
に
見
た
い
と
思
ふ
。

景
気
の
礎
動
は
債
格
の
騰
落
を
中
心
と
し
て
見
、
生
産
も
亦

之
に
雁
じ
て
動
く
と
見
る
乙
と
が
出
来
る
。
若
し
カ
ル
テ
ル
が

一
般
に
普
及
し
た
一
な
ら
ば
債
格
の
動
き
は
或
る
程
度
平
準
化
さ

れ
る
。
安
定
債
格
政
策
|
|
上
井
期
に
は
債
格
騰
貴
を
抑
制
し

F
降
胡
に
は
低
落
を
防
止
す
る
営
業
政
策

l
lは
一
般
に
採
ら

れ
な
い
と
し
て
も
、
少
く
と
も
債
格
低
落
を
防
ぐ
だ
け
で
既
に

震
情
縫
動
の
振
幅
は
小
と
な
る
認
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
カ
ル
テ

ー
!
司
;
二
、

i
J
Eは
り

〆

}
;
3
l

凡
凶
日
円
程
密
を
ヨ
歪
収
事
止
巾

L
引
下
方

U
庇
tJ

購
買
力
の
琳
械

を
自
由
に
動
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
債
伸
怖
が
騰
落
せ
ざ
る
に

需
要
が
噌
減
ず
る
な
ら
ば
、
必
然
的
に
生
産
数
量
が
激
鑓
し
た

け
れ
ば
な
ら
友
い
。
と
の
生
産
量
溌
動
さ
へ
あ
れ
ば
、
債
格
秒
一

動
は
左
く
し
て
も
総
領
額
が
唆
動
す
る
が
故
に
、
経
済
生
活
は

膨
脹
と
牧
縮
と
を
繰
返
す
の
で
あ
料
。
故
に
カ
ル
テ
ル
は
景
気

の
時
党
動
を
消
去
す
る
も
の
で
は
た
く
、
之
を
幾
分
か
平
穏
化
ず

る
か
否
か
の
勤
、
及
び
景
気
の
波
長
(
期
間
)
と
振
幅
に
何
等
か

の
後
化
を
典
へ
る
か
が
問
題
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

カ
ル
テ
ル
は
牧
谷
力
の
増
進
の
た
め
に
一
般
に
債
格
の
引
上

第
凶
十
一
巻

第

波
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カ
ル
テ
ル
の
最
集
積
動
へ
の
作
用

げ
を
目
的
と
す
る
。
而
し
て
債
格
を
引
上
げ
る
限
り
に
於
て
生

産
数
量
も
媛
化
を
う
け
る
ω

乙
の
貼
か
ら
生
産
部
門
聞
の
均
衡

関
係
に
興
へ
る
影
響
を
、
景
気
の
上
弁
期
と
下
降
期
に
八
刀
つ
で

以
下
考
祭
し
た
い
。

景
気
の
上
昇
期
に
は
商
品
仮
柊
は
総
て
騰
貴
す
る
。

と
の
時

カ
ル
テ
ル
が
所
謂
安
定
政
策
を
と
っ
て
、
問
団
格
勝
賞
か
ら
受
け

る
利
ハ
伶
を
川
畑
棄
す
る
と
波
一
般
に
考
ヘ
る
と
斗
ご
が
山
山
来
た
い
。

蓋
し
生
産
財
部
門
の
カ
ル
テ
ル
が
債
格
の
引
上
げ
を
抑
制
す
れ

ば
、
そ
れ
は
自
己
の
利
引
祉
を
割
い
て
後
績
生
産
部
門
に
恵
興
す

る
に
等
し
い
か
ら
で
る
か
。
カ
ル
テ
ル
化
さ
れ
た
る
生
産
財
部

門
に
は
か
く
て
慣
格
の
著
し
い
際
費
が
起
る
が
故
に
、
之
を
原

因
と
し
て
投
資
が
集
り
、
従
っ
て
生
産
撲
張
が
顕
著
左
な
る
。

加
盟
企
業
自
身
の
中
に
も
蓄
積
資
本
が
増
大
し
、

こ
の
勢
を
更

し
か
も
カ
ル
テ
ル
は
従
来
の
経
験
に
よ
れ
ば
生

産
の
披
張
を
充
分
統
制
す
る
と
と
は
出
来
た
か
っ
た
。
か
く
の

如
き
生
産
財
部
門
の
護
展
に
針
し
、
弱
き
カ
ル
テ
ル
組
織
し
か

に
促
進
す
る
。

も
た
な
い
消
費
財
部
門
の
生
産
掠
張
は
比
較
的
著
し
〈
た
い
。

元
来
、

E
大
友
闘
定
資
本
を
も
つ
が
敢
に
横
張
の
激
し
い
生
産

第
四
十
一
巻

四

A 

第
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財
部
門
と
然
ら
ぎ
る
消
費
財
部
門
と
の
聞
に
は
生
産
の
不
均
衡

が
起
る
の
で
る
名
が
、
カ
ル
テ
ル
は
一
厨
之
を
促
進
す
る
に
至

る
。
こ
の
離
か
ら
い
へ
ば
カ
ル
テ
ル
の
祈
動
に
よ
っ
て
生
産
の

不
均
衡
が
績
大
さ
れ
、
評
景
気
は
よ
り
速
か
に
頂
黙
に
達
し
て
、

そ
の
期
間
を
短
縮
す
る
と
い
ふ
事
が
で
き
る
。

然
し
乍
ら
上
昇
期
に
於
て
は
カ
ル
チ
ル
の
岡
田
格
は
自
由
競
争

の
そ
れ
と
著
し
く
航
る
も
の
で
な
〈
、
品
川
っ
て
日
円
以
気
廃
勤
仰
い
及

ぼ
す
影
響
も
さ
ほ
ど
大
で
た
い
。
之
に
反
し
景
気
が
一
日
一
下
降

期
に
締
や
る
左
ら
ば
、
各
企
業
は
カ
ル
テ
ル
の
必
要
を
痛
切
に

感
じ
、
之
に
よ
っ
て
債
格
を
有
款
に
引
上
げ
ん
と
努
力
す
る
。

故
に
不
況
期
に
こ
そ
カ
ル
テ
ル
の
償
絡
政
策
は
重
大
な
意
義
を

も
つ
の
で
あ
る
。

下
降
期
に
カ
ル
テ
ル
の
前
動
の
貫
艶
は
債
格
の
維
持
・
引
上

げ
に
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
る
っ
て
、
先
づ
加
盟
企
業
は
相
営
の

牧
白
金
を
得
、
利
潤
の
消
滅
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

然
し
カ
ル
テ
ル
は
債
格
と
生
産
と
を
別
k

に
左
右
す
る
こ
と
は

出
来
た
い
の
で
あ
っ
て
、
仮
絡
を
高
〈
維
持
す
る
た
め
に
は
そ

れ
だ
け
生
産
を
制
限
し
友
け
れ
ば
な
ら
た
い
。

一
方
で
生
産
を

Wol伽 'S.R. a. 0.. S. 115; E. Lederer，. MQDopole und Konjunktur (Viertel. 
jo.hrsbefte zur Konjunluurforschung， 2・Jahrg.. El'gh. 2・).S. 26. 
J. Dobretsberger， K町 telleunter dem Druck. 'deI' E~ri5~ (Archiv fur Sozi_al-
wi出 enschaftund Soz凶 politik.68. Band. 1. Heft， IC伊).s. 41/42; 1(. Muhs. 
Kartellc und Konjunkturbewegung. 1933. S. 109..][1【.

高岡博士、前掲害、 255-257頁、 267-270頁。
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制
限
す
れ
ば
そ
れ
に
舷
じ
て
生
産
費
が
高
ま
る
が
、
他
方
債
格

の
騰
貴
が
そ
れ
以
上
で
あ
れ
ば
企
業
は
活
動
を
綾
け
得
る
。
か

そ
の
設
備
の
一
部
分
は
休
止
し
、
生
産
数
量
は
縮
小
し
て
ゐ
る

が
、
淡
落
企
業
を
少
〈
す
る
だ
け
縮
小
が
緩
徐
に
行
は
れ
る
こ

と
は
明
か
で
あ
る
。
次
に
、
後
純
生
産
部
門
は
前
段
階
の
カ
ル
テ

ル
の
生
濯
物
を
高
く
買
は
左
け
れ
ば
友
ら
ね
か
ら
不
利
徒
を
う

け
る
0

(

か
〉
品
生
産
部
門
が
カ
ル
テ
ル
を
持
つ
な
ら
ば
問
機
な
品
カ

中
川
お
円
以
て
主
張
吻
を
後
噛
川
知
門
一
-
局
〈
版
貸
す
己
-
一
1
M
l
J
H
K
S
-
r
t
d

一

〈

ら
う
。
)
か
く
し
て
カ
ル
テ
ル
の
力
が
弱
い
か
、
又
は
カ
ル
テ
ル

の
組
織
友
き
消
費
財
生
産
部
門
は
二
重
に
不
況
の
慶
迫
を
う
け

る。

一
方
で
は
不
況
の
た
め
生
産
物
侵
格
の
低
落
を
見
、
他
方

で
は
生
産
財
部
門
の
カ
ル
テ
ル
の
た
め
高
生
産
費
を
忍
ば
ね
ば

左
ら
ね
。
印
ち
と
の
揚
合
カ
ル
テ
ル
部
門
は
非
カ
ル
テ
ル
部
門

の
利
潤
を
奪
ふ
と
と
h

左
り
、
生
産
の
縮
小
は
消
費
財
部
門
に

於
て
激
化
さ
れ
、
多
数
企
業
の
破
綻
が
起
針
。

元
来
カ
ル
テ
ル
の
な
い
場
合
友
ら
ば
、
生
産
財
部
門
は
生
産

繍
張
の
顕
著
な
る
だ
け
縮
小
も
亦
激
甚
で
あ
る
ぺ
く
、
之
に
封

カ
ル
テ
ル
の
景
気
稽
到
へ
の
体
用

し
消
費
財
部
門
は
遁
躍
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
、
か
く
雨
部
門

に
整
理
が
行
は
れ
て
始
め
て
好
景
気
へ
の
時
間
が
期
待
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
然
る
に
カ
ル
テ
ル
は
ヒ
漣
の
如
く
、
生
産
財
部
門

に
縮
小
が
激
烈
に
行
は
れ
る
の
を
防
ぐ
と
共
に
、
消
費
財
部
門

に
於
て
は
破
壊
的
競
争
を
惹
起
し
て
、
却
っ
て
遁
庭
を
困
難
に

ず
る
で
あ
ら
う
。

こ
の
賄
に
於
亡
カ
ル
テ
ル
の
作
用
は
景
気
持
味

動
の
過
程
に
民
抗
を
一
不
ず
宮
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
カ
ル
テ
ル
の

現
在
の
帯
以
遠
欣
態
に
於
て
は
そ
の
作
間
の
却
さ
は
景
気
の
動
き

f
'
h
r
a

与
日
¥

'

J
口

E
'
J
t
i
‘。

噂

Aq--〈
存
可

J

J

J
本庁卜

v
p
L
4
f
L

L
h
H
1
2
4
A
a
ザ

P
H
J
、ノ・ワ

r

F

レ

:

件

杭

，
と
ご
日
μ
両
只
一
品
P
R
I
d
-
，

y
一コ

Y
1〈
日
虫

も
弐
第
K
債
格
引
下
げ
を
徐
儀
た
く
せ
ら
れ
、
品
曜
に
債
絡
が
カ

ル
デ
ル
内
の
限
界
生
産
費
を
割
る
に
γ

全
で
れ
ば
、
カ
ル
テ
ル
は
崩

壊
も
避
け
る
こ
と
が
で
き
友
い
で
あ
ら
%
。
唯
、
そ
こ
へ
至
る

迄
の
間
に
於
て
、
少
く
と
も
沈
滞
期
の
初
め
に
於
て
債
格
を
比

較
的
高
く
維
持
し
得
る
限
り
、
生
産
財
部
門
に
於
け
る
過
剰
設

備
の
整
理
、
印
ち
新
事
情
へ
の
遁
謄
が
徐
々
に
行
は
れ
る
黙
よ

り
し
て
、
景
気
の
悶
復
が
遅
ら
さ
れ
る
と
与
一
回
ふ
事
は
大
惜
疑
ひ

友
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
眉
同
格
に
悲
〈
生
産
財
部
門
と
消
費
財
部
門
と

第
四
十
一
巻

四

:fL 

第

披

四

¥-Volfers. a. a. 0.， S. 1I3・
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か
ル
テ
ル
の
且
原
案
型
動
へ
の
作
用

の
聞
の
不
均
衡
闘
係
か
ら
景
気
稼
動
の
期
間
へ
の
影
響
、
殊
に

不
景
気
の
永
続
を
推
論
す
る
の
は
ム

1

ス、

ヴ
ィ

1
デ
ン
フ
ェ

ル
ト
等
に
よ
っ
て
最
も
普
通
に
悶
へ
ら
れ
る
見
解
で
あ
る
。
勿

論
と
の
考
へ
方
は
全
然
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
倫
問

題
の
全
部
を
見
極
め
た
る
も
の
と
い
ふ
事
を
特
た
い
の
蓋
し
カ

b
F
7
1
v

勺

J
R什〕
f
る
主
奈
川
ゆ
川
]
川
叫
つ
一
小
均
封
土
、

j
t
J
u
t
i
-
-
;
i
z
I
f
f
4
;
j
f
l
 
山
閉
め
で
た
で

な
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
恐
慌
原
因
と
は
友
り
得
た
い
。
生
産
の

不
足
せ
る
部
門
に
於
て
は
債
格
が
騰
貴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
横

張
の
可
能
性
が
奥
へ
ら
れ
、
均
衡
を
回
復
す
る
か
ら
で
あ
る
。

殊
に
不
景
気
よ
り
の
好
鱒
は
生
産
部
門
聞
の
均
衡
が
得
ら
れ
た

の
み
で
は
起
り
得
十
、
所
得
の
相
釣
的
増
加
、
換
言
す
れ
ば
生

産
の
過
少
と
購
買
力
の
増
大
と
が
現
れ
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
。

生
産
数
量
と
所
得
へ
の
影
響

景
気
鍵
動
の
主
要
な
る
原
因
は
む
し
ろ
所
得
の
射
に
あ
る
。

好
景
気
に
は
商
品
債
格
が
昂
騰
し
、
之
に
比
し
て
持
賃
そ
の
他

の
生
産
費
は
遅
れ
て
騰
貴
す
る
。

乙
の
矯
め
企
業
者
の
得
る
利

潤
が
著
し
く
増
加
す
る
と
共
に
、
労
働
者
(
並
に
俸
給
生
活
者
・
利

第
四
十
一
巻

第

披

四
四

O

四

子
庄
活
者
)
の
所
得
が
、
総
劉
的
に
は
桝
加
し
で
も
相
針
的
に
は

減
少
を
一
不
す
。
遂
に
そ
の
結
集
、
生
湾
横
臥
が
消
費
者
の
需
要
に

超
過
す
る
に
至
っ
て
不
況
へ
嶋
岡
ず
る
も
の
で
あ
る
。
又
不
景

気
に
於
て
は
反
到
に
、
持
貨
は
そ
の
安
定
的
性
質
か
ら
低
落
す

る
こ
と
少
く
・
商
品
川
川
格
が
著
し
〈
低
落
す
る
。

こ
の
た
め
企

三:i!~
z官f

51司
i悶

1数
J成
し

界
貨
の
か
が
相
剥
的
に
府
大
し
、
叫
此

っ
て
温
度
に
縮
小
せ
る
生
涯
に
消
費
需
要
が
超
過
す
る
に
及
ん

で
上
昇
へ
と
締
岡
す
か
。
こ
の
所
得
の
唆
動
に
封
し
カ
ル
テ
ル

は
如
何
な
る
影
響
を
輿
へ
る
か
、

こ
の
黙
に
針
す
る
考
察
が
必

要
と
友
る

D

先
づ
カ
ル
テ
ル
の
活
動
が
生
産
数
量
と
所
得
に
影
響
す
る
過

程
を
分
析
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
あ
る
生
産
部
門
の
カ
ル

テ
ル
が
債
格
引
上
げ
を
行
っ
た
と
す
る
。
然
る
に
債
格
の
引
上

げ
の
た
め
に
は
結
局
生
産
の
制
限
を
要
す
る
。
カ
ル
テ
ル
の
協

定
の
表
聞
に
於
て
、
直
接
に
生
摩
制
限
を
定
め
て
ゐ
る
か
、
間

接
に
債
格
協
定
、
販
費
削
官
、
生
産
制
営
を
定
め
て
ゐ
る
か
は

十
数
で
は
問
題
で
は
な
い
。
何
れ
に
せ
よ
生
産
制
限
が
行
は
れ
る

限
り
に
於
て
、
失
業
者
を
出
す
と
と
に
よ
り
持
働
者
に
不
利
盆

Konjl1nktnr unn Lederer， 高田博士、 両;1掲書、 3'7-322買及第六章参照。
Krisen， (G. n. 当日 IV. I.) S. 388-395・



を
奥
へ
る
。

と
の
時
後
続
生
産
部
門
は
‘
(
一
)
そ
れ
が
カ
ル
テ

ル
を
組
織
せ
る
と
き
は
債
格
引
上
げ
に
よ
っ
て
不
利
径
を
吏
に
・

次
の
生
産
部
門
に
柑
開
城
す
る
で
あ
ら
う
。

と
L
で
も
生
産
制
限

が
行
は
れ
る
こ
と
に
上
り
不
利
篠
は
勢
働
者
に
も
蹄
嫁
さ
れ

る
。
か
く
し
て
生
唐
制
限
は
，
次
第
に
損
が
る
傾
向
が
あ
る
。
又

三
一
)
生
産
費
切
下
げ
の
た
め
技
術
的
進
歩
を
利
用
す
る
場
合
が

あ
る
。
進
歩
せ
る
校
術
に
よ
づ
て
生
産
費
が
低
下
す
る
の
は
、

主
と
し
て
原
料
・
材
件
の
使
川
市
が
減
ゃ
る
か
、
持
働
力
が
減

や
る
ー
引
に
依
る
の
で
み
一
り
、

-
L
3
〉
王
、
T
，
P
H
L
J
占
当
:
)
一
一
旬
、

7

F

j

i

J

l

j

(

t

 

t:↓
r
u
j
J
d
i
f
-
-
p
e
l
ヨ

け
た
不
利
従
は
夫
と
原
料
部
門
へ
憾
嫁
す
る
か
、
叫
労
働
者
に
怖

嫁
す
る
こ
と
ミ
た
る
。
更
に
(
コ
一
)
生
一
段
費
引
下
げ
の
た
め
.
持
貨

の
切
下
げ
を
な
し
帥
労
働
者
に
輔
嫁
す
る
注
も
あ
る
。
か
く
し
て

結
局
カ
ル
テ
ル
の
活
動
の
作
用
は
、
生
産
数
量
か
ら
い
へ
ば
‘
枇

舎
の
生
産
物
を
減
少
す
る
こ
と
ミ
な
り
、
所
得
か
ら
い
へ
ば
、

他
の
生
産
部
門
に
影
響
を
輿
へ
て
そ
乙
か
ら
利
潤
を
傘
ふ
か
、

若
〈
は
努
働
者
か
ら
所
得
を
奪
ふ
の
で
る
る
。
然
ら
ば
と
の
過

程
を
泊
し
て
カ
ル
テ
ル
は
景
気
管
動
に
如
何
な
る
影
響
を
奥
へ

る
か
、
次
に
之
を
上
昇
期
と
下
降
期
と
に
分
っ
て
考
察
し
よ
う
。

カ
ル
テ
ル
の
景
気
費
動
へ
の
作
用

好
景
気
に
は
需
要
が
増
加
す
る
が
放
に
、
生
産
制
限
の
作
用

は
極
め
て
消
極
的
で
あ
り
、
過
剰
投
資
を
防
ぐ
と
と
だ
け
で
も

望
ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
貨
は
之
さ
ヘ
カ
ル
テ
ル
に
は
充
分
行

び
得
な
い
。
蓋
し
カ
ル
テ
ル
に
よ
っ
て
増
進
せ
ら
れ
る
菩
筏
資

本
は
、
利
潤
の
大
な
る
時
期
に
営
然
投
下
を
欲
す
る
山
ら
で
る

る
。
又
、
技
術
の
進
歩
も
持
賃
の
引
下
げ
も
殆

E
必
要
を
見
左

ぃ
。
か
く
し
て
蓄
積
を
大
に
す
る
だ
け
景
気

υ腕
同
を
速
め
る

こ
と
に
な
る
が
、
前
院
に
も
鴻
ぺ
た
る
畑
〈
好
景
気
の
時
に
於

け
る
カ
ル
テ
ル

η
作
川
崎
さ
ぼ
Y
心強
F
t
kい
11い
あ
ら
う
。

+
ー
に
、
不
景
気
に
於
て
は
カ
ル
テ
ル
の
債
格
緋
持
又
は
引
上

げ
の
た
め
の
生
捺
制
限
は
盛
氏
行
は
れ
、

他
の
生
産
部
門
と
相

李
ゐ
て
成
き
範
聞
に
生
産
制
限
が
行
は
れ
る
に
至
ら
し
め
る
。

耐
し
で
こ
の
生
産
制
限
に
よ
っ
て
労
働
者
が
失
業
し
、
叉
持
貨

が
切
下
げ
ら
れ
て
、
持
働
者
の
所
得
が
奪
は
れ
る
。
こ
の
黙
に

於
で
カ
ル
テ
ル
の
賓
質
的
基
礎
た
る
企
業
者
の
結
合
と
い
ム
も

の
が
、
労
働
者
に
針
抗
し
て
企
業
者
の
枇
合
的
努
力
を
強
化
す

る
の
で
あ
る
つ
γ
小
況
期
に
於
て
は
企
業
者
の
所
得
中
‘
消
費
陀
投

ぜ
ら
れ
る
部
分
も
さ
ほ

ε大
で
た
い
し
‘
努
働
者
の
所
初
は
絶

第
間
十
一
巻

ULl 
f!L1 

第

lli.t 

日1
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カ
ル
テ
ル
の
最
集
費
動
へ
の
作
用

封
的
に
は
相
営
に
減
少
す
る
。
し
か
も
今
や
カ
ル
テ
ル
の
活
動

に
よ
っ
て
、
利
潤
に
比
較
し
て
相
針
的
に
も
増
加
が
妨
げ
ら
れ

る。

一
館
、
不
況
期
に
は
経
済
過
程
の
牧
縮
は
必
然
的
に
起
る

一
般
的
生
産
制
限
と
労
働
者
所
得
の
減
少
と
の
結
果
、
牧

縮
は
更
に
激
し
く
な
る
凶
こ

L
で
生
産
敷
設
が
減
少
し
た
け
れ

カfど
も
、
販
賀
さ
れ
る
だ
け
生
産
さ
れ
る
と
い
ふ
循
環
が
成
り
立

り
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
炉
台
K

U
失
業
吐
る
労
働
者
が
存
在

し
、
と
の
小
さ
き
循
環

(
0
2
Z
Z
B
何
百
四
)
5

か
ら
は
除
外
さ

れ
た
消
費
者
群
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
か
〈
の
如
く
し

て
、
商
品
償
絡
が
芳
分
低
下
し
な
い
上
‘
持
賃
綿
額
が
著
し
く
減

A
Y
る
か
ら
需
要
の
増
加
は
友
い
。
却
っ
て
生
産
制
限
は
次
第
に

強
化
さ
れ
友
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ム

1
ス
は
と
の
黙
を
も
重
要
視

し

レ
I
Jア
ラ

1
及
ぴ
ヴ
ォ
ル
フ
ァ
l
ス
の
説
く
と
こ
ろ
は
主

と
し
て
と
の
黙
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
揚
合
、
蓄
積
さ
れ

た
利
潤
が
投
資
さ
れ
な
い
限
り
は
、
経
済
過
程
の
内
部
か
ら
景

気
同
復
へ
の
誘
凶
の
起
る
飴
地
が
左
い
と
と
L

な
る
。

唯
蓄
積
さ
れ
た
資
本
は
、
好
景
気
に
生
産
擬
張
を
茜
し
く
す

る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
不
景
気
に
於
て
も
投
資
を
求
め
る
。

第
四
十
一
巻

R'j 
~.~ 

第

盟主

四
問

之
に
よ
っ
て
景
気
同
復
は
早
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
先
づ

(
一
)
剣
営
獲
得
競
気
か
ら
設
備
b
L
嫡
張
せ
ん
と
し
、
又
会
己
償

格
低
落
に
伴
っ
て
生
産
廷
を
引
き
下
げ
ん
が
た
め
生
産
の
合
現

化
を
行
は
ん
と
す
る
o

但
し
生
産
制
限
が
持
績
さ
れ
る
限
り
、

向
時
に
他
方
で
苔
設
備
の
一
部
が
休
止
さ
れ
る
と
と
L
去
る
。

結
胎
生
産
の
縮
小
ば
避
け
ら
れ
な
い
。

-一
H
T
Fコ
マ
ト
リ
り
耐
司
也
、
ー

t

〈

d

M

パ
ヨ
q
q
H
仏
h

J
ノ
川

テ
ル
外
に
投
資
さ
れ
る
な
ら
ば
、

(
三
)
カ
ル
テ
ル
化
生
産
部
門

に
於
け
る
ア
ウ
ト
ザ
イ
ダ
ー
と
し
て
現
れ
る
か
、
(
四
)
カ
ル
テ

ル
組
織
た
き
部
門
に
投
下
さ
れ
る
か
で
る
る
。
俄
令
そ
れ
ら
の

新
設
企
業
は
遅
か
れ
半
か
れ
カ
ル
テ
ル
に
よ
っ
て
合
併
き
れ
、

又
は
打
ち
倒
さ
れ
る
と
し
て
も
、
少
て
と
も
一
時
は
生
産
過
程

の
績
張
に
導
き
、
従
つ
亡
叉
労
働
者
に
も
所
得
を
輿
へ
る
と
と

L
-
友
る
。

そ
れ
に
し
て
も
カ
ル
テ
ル
が
持
貨
の
相
針
的
増
加
を

妨
げ
、
他
方
投
資
、
従
っ
て
生
産
過
程
の
護
展
を
緩
慢
に
ナ
る

と
と
は
避
け
難
い
と
忠
は
れ

F
o
と
の
作
用
は
不
景
気
の
期
間

を
永
び
か
せ
る
方
向
に
働
く
も
の
で
あ
る
。
蓄
積
利
潤
と
生
産

制
限
方
策
と
の
矛
盾
を
強
調
す
る
の
は
レ

1
デ
ラ
ー
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
、

カ
ル
テ
ル
の
作
用
は
景
気
糊
畿
の
根
本
的

Muhs， a. a. 0.， S. 85・
Lerlerer. Mnnopole unrl Konjunktur， S. 24 u. 29・
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原
因
た
る
所
得
に
影
響
を
及
ぼ
す
3

印
ち
自
然
的
遁
熔
の
景
気

の
動
き
を
撹
乱
し
て
、
経
済
過
程
の
綿
少
を
甚
し
く
し
、

E
そ

の
殻
展
を
緩
慢
に
す
る
。
こ
の
放
に
カ
ル
テ
ル
は
不
景
気
の
好

柑
押
を
遅
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。

Il!I 

税f

論

カ
ル
テ
ル
が
景
気
健
動
の
過
程
に
及
ぼ
す
影
響
は
、

以
上
に

並
べ
た
る
如
く
主
と
し
て
不
況
期
に
大
で
あ
っ
て
、
第
一
に
カ

;

:

・

・

B
r
i
l
l
h
;
l
f
:
ー

白

-

t
f
j
t
k
J
千

z
n
t
H川
町

H日
ド

J
J
f
ι

ー
レ
問
ト
ニ
抗
日
レ
い
」
9

5
こ
t
-
町
、

h
h
J
F
h
d
c

d
J
7
J
;
コ
l
l
f
l
d
j
p
f
'
t
t
i
-
，
{

:

-

4

4

第
二
に
生
産
制
限
が
経
済
過
程
の
収
縮
を
激
化
し
、
し
か
も
同

時
に
弁
働
者
所
得
を
減
少
し
、
そ
の
相
封
的
増
加
を
妨
げ
る
。

か
〈
て
と
の
こ
方
面
の
作
川
、
就
中
そ
の
後
者
よ
り
し
て
カ
ル

テ
ル
は
景
気
漫
動
の
期
間
に
媛
化
を
及
ぼ
し
、
不
景
気
を
延
長

又
は
激
化
せ
め
し
る
も
の
で
あ
る
。

カ
ル
テ
ル
が
有
殺
に
桁
動

す
る
限
り
は
上
述
の
作
用
は
否
み
難
い
と
こ
ろ
で
る
る
。
恰
も

カ
ル
テ
ル
の
著
し
く
褒
展
し
始
め
た
今
世
紀
の
初
め
、
調
品
坦
に

於
て
恐
慌
が
比
較
的
容
易
に
切
り
抜
け
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
之

は
カ
ル
テ
ル
の
結
果
に
非
令
し
て
、
む
し
る
経
済
の
趨
勢
が
著

カ
ル
テ
ル
の
景
集
副
理
動
へ
の
作
用

し
き
上
向
を
辿
っ
て
ゐ
た
に
基
く
も
の
と
解
さ
ね
ば
左
ら
な

い
d

初
期
カ
ル
テ
ル
研
針
者
の
期
待
及
び
企
業
者
の
欺
蛸
的
見

解
と
は
反
封
に
、

カ
ル
テ
ル
の
常
勤
に
よ
っ
て
利
盆
を
う
け
る

も
の
は
唯
企
業
者
自
身
で
あ
り
、
反
面
に
不
利
益
を
蒙
る
多
数

の
者
を
生
じ
、
結
局
景
気
の
穆
一
動
は
必
ナ
し
も
平
準
化
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。

政
に
注
意
を
要
す
る
と
と
は
、
以
上
の
推
理
の
過
渡
K
於
て

は
、
生
産
財
部
門
と
治
安
財
部
門
と
を
割
立
せ
し
め
、
生
産
財

昔日
1"1 

於

!J 

，

，

〉

1
ノ

Z

〆

マ
¥
E
J
1
4
ケ
札

F
-
F
J
i
a
L
M

，、

4J
く
江
フ
パ
一
フ
月
，
泊
オ
・
4
究
ド
・
打
4
虫
l
k

担E
裕

引
上
げ
を
行
ひ
得
る
に
反
し
‘
消
費
財
部
門
に
於
て
そ
の
活
動

は
よ
り
弱
い
と
い
ふ
事
を
前
提
し
て
ゐ
る
。

と
の
前
提
は
今
日

の
濁
逸
の
如
き
園
に
於
て
は
可
成
り
の
程
度
ま
で
承
認
さ
れ
る

へ
誼
-

で
あ
ら
う
が
、
我
闘
に
於
て
は
街
疑
び
が
あ
る
。
叉
、
カ
ル
テ

ん
に
依
り
加
盟
企
業
者
K
劃
し
て
附
加
せ
ら
れ
る
蓄
積
の
額
、

及
び
そ
れ
が
自
己
の
生
産
設
備
の
摘
張
を
促
す
作
用
は
レ

1
Jア

ラ
ー
の
考
へ
る
程
大
左
る
も
の
で
は
な
い
円
。
そ
の
限
り
に
於
て

上
述
の
結
論
は
決
し
て
過
大
に
評
領
す
る
と
と
を
得
泣
い
。

き
こ
の
前
提
を
認
め
る
根
誠
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
参
照
。
ム
1

第
四
十
一
巻

四
四
三

第

披

一
四
五
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カ
ル
テ
ル
の
景
呆
同
盟
動
へ
の
作
用

MF
す

ル

フ

ァ

ス
は
最
も
明
確
に
こ
の
貼
を
主
張
し
て
議
論
を
進
め
、

-
ス
、
グ
ィ
1
デ
ン
フ
ェ
ル
ト
も
大
勝
か
、
る
立
場
を
と
っ
て
ゐ
る
。

之
に
反
し
、
レ
1
デ
一
フ
ー
の
み
は
金
〈
之
を
考
へ
宇
、
皐
に
カ
ル
テ

ル
部
門
と
然
ら
5
る
部
門
と
の
謝
立
に
於
て
考
察
し
て
ゐ
る
。
更
に

ド
プ
レ
グ
ツ
ベ
ル
ガ
ー
は
、
好
景
気
及
び
不
景
気
の
頂
鈷
に
於
て
、

カ
ル
テ
ル
は
無
力
化
し
又
は
崩
壊
す
る
も
の
多
〈
、
従
っ
て
カ
ル
テ

ル
が
且
京
総
礎
動
に
野
す
る
影
響
は
品
開
め
て
弱
い
も
の
で
め
る
ー
す

る
。
掛
川
し
術
法
そ
の
仙
島
4
N
b

テ
ル
に
つ
き
県
宮
川
明
石
経
験
と
布
幼

な
石
組
織
技
術
を
も
っ
と
こ
ろ
に
於
て
は
、
カ
ル
テ
ル
の
作
用
は
か

〈
の
知
事
軽
親
を
許
さ
な
い
。

最
後
に
、
他
の
機
舎
に
も
漣
べ
た
る
如
く
、

カ
ル
テ
ル
が
凶

民
経
済
に
針
ず
る
重
要
な
る
作
別
を
拳
げ
友
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
即
ち
そ
れ
は
同
氏
経
済
に
或
る
程
度
の
秩
序
を
粛
す
と
と

で
る
る
句
自
由
競
争
そ
の
も
の
は
何
等
の
障
碍
が
た
い
と
き
は

過
度
に
走
っ
て
破
壊
的
と
な
る
性
質
を
も
っ
て
ゐ
る
。
故
に
何

等
か
の
坪
を
設
け
て
適
度
に
競
争
を
行
は
し
め
る
の
は
、
理
想

型
的
流
通
経
済
に
於
て
考
へ
ら
れ
る
如
き
諸
法
則
を
し
て
完
全

に
作
用
せ
し
め
、
国
民
経
済
の
順
調
た
る
褒
展
を
促
す
所
以
で

あ
ら
う
。

カ
ル
テ
ル
は
こ
の
方
向
に
或
る
働
き
を
も
っ
て
ゐ

る。

P

1

7

7

V

が
こ
の
賠
を
軍
要
脱
し
て
ゐ
る
の
は
営
然
の

第
四
十
一
巻

一
四
六

四
四
四

第
三
時
抽

と
と
で
あ
る
。
唯
然
し
彼
の
如
く
、

カ
ル
テ
ル
は
景
気
質
動
の

最
高
鞘
及
び
最
低
黙
に
於
け
る
振
幅
を
小
さ
く
す
る
と
占
が
出

来
る
の
札
、
と
見
る
の
は
不
充
分
で
あ
っ
て
、
カ
ル
チ
ル
の
弛
日

及
と
そ
の
組
織
の
高
度
化
と
共
に
そ
の
景
気
へ
の
作
用
も
漸
次

強
力
と
な
る
こ
と
は
疑
ひ
た
い
と
岡
山
ム
。
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